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催
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山王神輿

自
治
振
興
部
会
の
紹
介

部
会
長

水
野

知
義

地
域
福
祉
部
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

福
祉
に
関
す
る
事
業
や
子
育
て
支
援
、
青

少
年
の
健
全
育
成
な
ど
の
事
業
の
企
画
と

実
施
を
大
き
な
目
的
と
し
た
部
会
で
す
。

地
域
の
福
祉
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
活

動
の
中
で
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
関
係

機
関
に
ご
支
援
や
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
一
番
大
切
な
の
は
「
地
域
の

理
解
と
支
え
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
は
年
ご

と
に
増
え
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
続

け
る
で
し
ょ
う
。
公
的
支
援
が
追
い
つ
か

な
い
現
状
に
、
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
地
域

の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
け
る
事
業
、
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
の

で
き
る
事
業
を
企
画
推
進
し
て
い
け
れ
ば

く
ら
し
安
全
部
会
の
紹
介

地
域
福
祉
部
会
の
紹
介

文
化
・健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
会
の
紹
介

↓自治振興部会の会議

部
会
長

宮
垣

秀
太
郎

当
部
会
は
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、

健
康
で
郷
土
の
魅
力
を
感
じ
て
頂
く
た
め

の
事
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
主
な
事
業
と

メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
こ
と
（
地
域
で
活
動
す
る
芸
術
を

開
催
）

担
当
者
：
西
脇
和
浩
・
加
納
藤
太
郎
・
田
辺
千

代
子
・
西
川
雅
徳

二
、
郷
土
の
歴
史
講
座
を
開
催
す
る
こ
と

（
地
域
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
事
業

担
当
者
：
北
村
慎
太
郎
・
中
野
実
・
北
京
子
・

笹
木
真
理

三
、
住
民
交
流
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
を
開
催

す
る
こ
と
（
誰
も
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

事
業
）

担
当
者
：
本
田
真
司
・
松
井
清
市
・
川
崎
み
つ

子
・
大
橋
さ
え
子

担
当
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
す
、
毎
回
真
剣
に
協
議
し
て
い
ま

す
。今

年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
実
施
で

き
る
当
面
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

九
月
に
は
、
文
化
講
座
と
歴
史
散
策
会
。

（
多
く
の
方
に
参
加
願
い
た
い
）

十
月
に
は
、
文
化
祭
と
共
に
、
地
元
が

生
ん
だ
女
流
画
家
の
作
品
展
示
会
や
演
劇

会
。十

一
月
に
は
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。

（
楽
し
く
健
康
的
な
大
会
に
し
た
い
）

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に
「
ゆ
と
り
と

健
康
を
保
ち
」
、
住
み
よ
い
南
郷
里
と
な

る
様
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
惜
し
み

な
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↑路線沿いの自治会住民の
方々にチラシが配布されま
した

部
会
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
メ
ン
バ
ー
を
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
各
課
題
を
分
担
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

部
会
が
取
り
組
む
事
業
は
、
今
後
の
南

郷
里
地
域
が
暮
し
や
す
く
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る

も
の
だ
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ま
を
始
め
、
地
協
関
係

者
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
月
十
五
日
（
土
）
事

業
実
施
の
総
合
判
断
を
担

う
第
二
回
運
営
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回

は
顔
合
わ
せ
程
度
だ
っ
た

た
め
、
今
回
か
ら
、
実
質

審
議
で
す
。

委
員
は
役
員
、
部
会
長

な
ど
二
十
三
名
で
す
。
各
部
会
長
か
ら
部
会
ご

と
の
事
業
予
定
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
会
で
は
、
毎
月
一
回
以
上
の
企
画
会
議

と
部
会
運
営
委
員
会
議
が
計
画
さ
れ
、
事
業
ご

と
に
優
先
度
を
つ
け
た
り
、
事
業
内
容
の
企
画

案
を
練
る
な
ど
の
協
議
を
さ
れ
る
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
を
ど
う
す
る
か
悩
ま

れ
て
の
事
業
計
画
で
、
下
半
期
に
集
中
す
る
恐

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
半
期
で
で
き
る
事
業

も
考
え
て
い
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
併

せ
て
、
会
議
開
催
や
事
業
実
施
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
、
時
間
制
限
やW

EB

活
用
、
問
診

票
、
検
温
設
備
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
々
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

部
会
長

宮
尾

英
明

く
ら
し
安
全
部
会
で
は
、
南
郷
里
地
域
の

誰
も
が
、
安
全
・
安
心
・
快
適
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
、
災
害

や
犯
罪
な
ど
に
対
し
て
防
災
、
防
犯
意
識
を

高
め
、
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

①
地
震
や
風
水
害
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り地

域
住
民
、
自
主
防
災
組
織
等
と
連
携
し
、

防
災
研
修
会
等
の
実
施
、
避
難
支
援
見
守
り

支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

②
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

犯
罪
か
ら
の
高
齢
者
や
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
の
推
進
、
危
険
個
所
点
検
、
防
犯
研
修

会
、
啓
発
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

③
交
通
事
故
が
な
い
、
危
険
な
場
所
が
な
い

ま
ち
づ
く
り

交
通
安
全
の
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
安
全
研
修
や
危
険
個
所
マ
ッ
プ
、
啓

発
看
板
の
設
置
等
を
進
め
ま
す

部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
南
郷
里
地
区
の
消
防

団
、
民
児
協
、
老
ク
連
、
日
赤
奉
仕
団
、
小

学
校P

TA

、
幼
稚

園P
TA

、
小
学
校
、

幼
稚
園
、
駐
在
所

、
有
識
者
の
方
な

ど
で
構
成
さ
れ
、

い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
く
な
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

部
会
長

木
村

茂

自
治
振
興
部
会
は
、
十
五
名
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
、
会
長
経
験
者
、
連
合
自
治
会
長
経

験
者
、
現
自
治
会
長
、
市
会
議
員
二
名
、
セ
ン

タ
ー
長
、
市
職
員
な
ど
、
全
員
は
書
き
き
れ
ま

せ
ん
が
凄
い
メ
ン
バ
ー
で
す
。

私
た
ち
の
部
会
は
、
地
域

の
課
題
や
要
望
・
世
代
別

の
対
応
・
南
郷
里
地
区
を

走
る
路
線
バ
ス
の
利
用
促

進
・
地
域
づ
く
り
推
進
大

会
・
環
境
・
人
権
学
習
・

人
材
育
成
・
人
材
バ
ン
ク

の
創
設
な
ど
、
取
り
組
む

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
部
会
事
業
は
、
す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
夏
休
み
に
向
け

て
子
育
て
支
援
事
業
の
準
備
が
佳
境
に
な
り

ま
す
。

各
部
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

。

↑交通安全標語を募集します



編
集
つ
ぶ
や
き
・・・

六
月
初
め
、
南
郷
里
の
さ
る
地
域
の
水
路
沿

い
は
、
実
に
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
ホ
タ
ル
を
見
た
の
は
久

し
ぶ
り
で
す
。

ホ
タ
ル
は
環
境
保
全
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
物
が
住
み
や
す
い
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
こ
の
ホ
タ

ル
を
見
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。

南
郷
里
に
は
ま
だ
ま
だ
自
然
と
触
れ
合
え
る

環
境
が
残
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
外
に
飛
び
出
し
自

然
を
体
中
に
感
じ
、
生
き
物
に
触
れ
た
り
生
き

物
と
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
来
年
ま
た
ホ
タ
ル
た
ち
と
会

え
る
と
い
い
で
す
ね
。

広
報
部
会
の
紹
介

（
敬
称
略
）

今
年
度
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
業
務
や
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
事
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
地
域
課
題
発
掘
グ
ル
ー
プ
と
地
域

魅
力
発
見
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
た
だ
き
活

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
三
年
度
地
域
活
力
プ
ラ
ン
ナ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
の
紹
介

宮
司
東
町

松
宮

宏

宮
司
西
町

内
藤
正
晴

小
堀
町

古
山
和
宏

小
堀
新
町

木
村
昌
弘

大
東
町

西
川
庄
治

今
川
町

小
川
隆
昭

七
条
三
町

外
村
哲
郎

七
条
新
町

田
中
義
隆

南
小
足
町

宮
川
清
治

小
足
新
町

勅
使
河
原
剛

小
足
北
町

小
林

茂

新
栄
町

岩
嶋

豊

日
の
出
町

高
木

康

加
納
町

加
納
伸
一
郎

加
納
新
町

上
田
俊
彰

榎
木
町

水
森
清
人

南
田
附
東
町

杉
山
茂
人

南
田
附
西
町

田
附
宗
一

南郷里まちづくりセンターの事務員を募集
しています！
募集要項は次のとおりです。

募集人員 １名
雇用形態 フルタイム正規職員
勤務日 （火）～（土）の５日間

（日）出勤あり
勤務時間 8:30～17:15
年齢学歴 不問
職 種 事務職
必要なスキルとして、word、execlなど0ffice
ソフトが使えること
月額基本給 154,900円、賞与あり
採用時期 要相談

問い合わせは、南郷里まちづくりセンター
まで連絡をください。
なお、応募に当たってはハローワークを通

じて手続きをお願いします。

路線バス実証運行について
現在、市内循環線バスの北回り、南回りの各2便が南

小足、新栄、加納新、南郷里幼稚園前を通るルートで
実証運行（乗降客数の把握等）されています。長浜駅
方面（北回り）は午前の2便で、石田町方面（南回り）
は午後の2便です。長浜病院や日赤、市役所、長浜駅周
辺などにご利用できます。

実証運行は今年10月までの計画であり、現在、ご利
用が少ない状況です。今後の運行については、ご利用
が少ないと中止になる可能性があります。皆様のたく
さんのご利用をお願いします。時刻表等の詳細は，南
郷里まちづくりセンターにお問い合わせください。

（自治振興部会）

とても蛍がいっぱい！

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
玄
関
に
非
接
触

サ
ー
モ
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
し
た
。

部
会
長

高
津

融
男

新
し
く
で
き
た
広
報
部
会
は
、
メ
ン
バ
ー
八
名
と

事
務
局
二
名
の
十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
の
大
き
な
柱
は
二
つ
、
①
地
域
の

情
報
化
を
進
め
る
事
業
と
②
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る

事
業
で
す
。
前
者
の
情
報
化
推
進
事
業
は
、S

N
S

や

Y
ou
tu
b
e

を
使
っ
た
情
報
発
信
やZ

o
o
m

の
使
い
方
な
ど

の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
後
者
の
情
報
発
信
事

業
で
は
、
「
月
刊
南
郷
里
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ

り
魅
力
的
で
使
い
や
す
い
も
の
に
改
良
し
て
い
き
ま

す
。広

報
部
会
は
、
ま
っ
た
く
新
し
く
で
き
た
部
会
で

す
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
写
真
に
興
味
の
あ
る
方
やS

N
S

な
ど
の
情
報
発
信
の
得
意
な
方
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
に
詳
し
い
方
な
ど
、
つ
ね
に
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
参
加
し
て
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け

た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

六
月
五
日
（
土
）
「
ホ
タ
ル
を
知
ろ
う
＆
観
察
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

米
原
市
天
の
川
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会
委
員
長
の
田
中
眞
示

先
生
の
説
明
の
あ
と
、
観
察
地
の
今
川
町
で
数
多
く
の
ホ
タ
ル
が
飛

来
す
る
姿
を
見
て
、
参
加
さ
れ
た
一
〇
組
の
親
子
か
ら
は
、
「
き
れ

い
～
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

南
郷
里
で
も
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
い
る
自
然
環
境
の
発
見
と
と

も
に
、
先
生
か
ら
「
守
る
べ
き
は
「
蛍
が
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
自
然

環
境
」
で
あ
る
」
と
の
説
明
を
聞
き
、
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

も
共
有
し
ま
し
た
。

（
撮
影
広
報
部
）

「
ホ
タ
ル
を
知
ろ
う
＆
観
察
会
」

↑田中先生のホタルのお話

南
郷
里
地
域
福
祉
研
修
会

五
月
二
十
二
日
（
土
）
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ナ
ー
シ
ン

グ
研
究
学
会
認
定
看
護
師
の
荒
田

栄
さ
ん
（
小
堀
町
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

密
を
避
け
る
た
め
、
午
前
午
後
の
二
回
に
分
け
て
行

な
い
、
計
六
十
六
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

手
洗
い
・
消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
方

法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
意
識
し
て
口
角

を
上
げ
「
笑
う
こ
と
」
は
免
疫
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る
と

の
こ
と
。
マ
ス
ク
で
口
元
が
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
い

つ
で
も
誰
で
も
で
き
る
こ
と
な
の
で
、
皆
さ
ん
も
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

（
地
域
福
祉
部
会
）

↑講師の荒田 栄さん

↓参加者もいっしょに

あなたの能力を
求めています！


